
Ｑ： 麻績村の移住促進住宅の詳細情報を見たいのですが、リンク等あれば教えていただけます

でしょうか？ 

 

Ａ： ＜麻績村回答＞ 

移住定住促進住宅の募集につきましては、来年の１月中旬を予定しております。 

麻績村のホームページに募集要項を掲載予定ですので、ご覧いただければ幸いです。 

その他、昨年度の情報等ご不明な点がございましたら、麻績村役場振興課住宅係

（0263-67-4853）へお問合せください。 

 

 

Ｑ： 農業ができない冬場の過ごし方や生活スタイルなどを教えてください。 

（農業の準備をしたり、別の仕事をしたり、スキー三昧などなど） 

 

Ａ： ＜安曇野市ゲスト回答＞ 

加工品などの販売に加え、別の会社を持っているため、そちらの仕事を主にしています。 

夏秋いちごは、２月の定植からはじまり、後片付けまで含めるとほぼ年間仕事をす

ることになります。その合間を縫って、翌年の準備や加工品の販売などを行っていま

す。 

 

 

Ｑ： 塩尻ご担当のお二人掛け合いが心地よくとても楽しく聞かせていただきました！ 

スナバに興味を持ちました！起業ではなく企業人として交流させていただくことは

可能でしょうか？ 

自ら事を起こすのはまだまだ先になりますが、会社人として皆様と交流させていた

だき、色々なお話を伺ったり、お仕事を手伝わせていただいたり、といった利用のさ

せていただき方も可能でしょうか？ 

 

Ａ：＜塩尻市ゲスト回答＞ 

企業にお勤めでスナバメンバーの方もいらっしゃいます。（月々のメンバーシップ制

です） 

塩尻で起きている色々がこの場所でたくさん知って頂けると思うので、ぜひ一度お越

し頂けたら嬉しく思います。 

市役所秘書広報課の担当者にご連絡頂くと、近藤とスナバスタッフで日程調整させて

頂きます！ 

 



Ｑ： 各地域の学生の方はどのように通学しているのでしょうか？特に冬の時期や、村に

すんでいる学生（中学、高校など）の通い方が気になります。 

 

Ａ：＜筑北村回答＞ 

筑北村には JR の駅が 3 つあるので、高校生は電車で通学しています。中学小学校

は、スクールバスが走っています。 

＜麻績村回答＞ 

麻績村にも JRの駅がありますので、高校生は電車で通学しています。 

遠距離の小中学生は、村営バスを利用しています。 

＜山形村回答＞ 

中学生は自転車で通っています。 

ここ数年は、雪も少ないので影響は大きくないようです。 

高校生は、村内に高校がないので、公共交通機関や親御さんの送迎で近隣の松本市、

塩尻市、安曇野市の高校に通います。 

村では、路線バスを利用した場合に、半額補助しています。 

＜朝日村回答＞ 

中学は、山形村と松本市の組合立中学校にほとんどの中学生が通っています。自転

車・徒歩、家族の送迎もあります。 

高校については、一番近い JR広丘駅まで村営バスを運行しています。 

（朝２便、（昼３便）夕方～夜３便運行 １乗車 100円） 

朝早くや夜遅くの部活動を行っている高校生は、保護者が広丘駅までや、高校の近

くまで送迎されている方が多いです。 

 

Ｑ： 安曇野市への移住を考えていますが宅配事情はいかがでしょうか 現住所では例え

ばアマゾンで注文した物は最短では翌日に到着します また Uber Eats のようなサー

ビスはありますでしょうか 

Ａ： 注文の翌日に荷物が届くこともあるなど、特に目立った問題は無いようです。 

Uber Eatsのようなサービスは、まだ浸透していないようです。（松本市では本年、

利用開始となったようです） 

 

Ｑ：ご近所 町内付き合いについて 自治会の活動について 

Ａ：住む場所によって違いが出る可能性のあるご質問かと思います。具体的に住みたい場

所が決まった段階で市村や先輩移住者にお聞きになるのが良いと思われます。 

 

 

 



Ｑ： 地元の仕事はあるか 営業企画マーケティング職などがあるか 

Ａ： ハローワーク松本の求人検索サイトの検索では、直近で営業職では 300件以上、マ

ーケティング関連では 30件ほどがヒットするようです。 

この回答とともに、”楽園信州”ホームページに検索方法やハローワーク松本様か

らいただいた仕事に関連する情報などご紹介しますのでぜひご覧ください。 

 

Ｑ：家探しのこと お伺いしたいです 業者や政府の支援など 頼れるところ また賃貸

も考えています 住宅事情お伺いしたいです 畑もできますでしょうか 景色の良い

ところに住むのも憧れますが生活が難しくないか気になります。 

Ａ：松本地域もそれなりに範囲が広く、住む場所によって住宅事情は異なります。 

  各市村の住まいに関する支援策については、施策の一覧表をご覧ください。 

  お試し住宅などの制度もありますので、まずは利用してみてはいかがでしょうか。 

  今回のゲストの山下和希様、塩田朱美様も住宅に関する知識が豊富です。 

  不動産会社などにご相談されるのも良いと思われます。ご当地の宅地建物取引業協会

のご紹介も可能ですのでご相談ください。 

 

Ｑ：６０歳を越えていますが移住を考えています そんな私でも生活は可能ですか 

  就労の可能性と地域貢献など出来ることは有りますか 

Ａ：まずは松本地域を知っていただくことから始めてはいかがでしょうか。その中から可

能性を模索いただくのが良いかと思います。今回のようなイベント・セミナーや個別相

談会が各市村単位でも開催されていますので、ぜひご参加いただき、松本地域の情報を

集めていただきたいと思います。 

 

Ｑ：朝日村動画 URLについて 

Ａ：ゲストハウス「かぜのわ」紹介動画 URL 

  https://www.rakuda.life/okubo-ar 

（サウジアラビアからのゲスト（宿泊者）が撮影したため、URLからサイトを開くと、アラビア

語か日本語かどちらで表示するかを求められます。「日本語」を選択いただき、そのページにある

「大久保の道」をクリックいただきますようお願いします） 

https://www.rakuda.life/okubo-ar

